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_第3回コリングウッドのアイスランド訪問
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アイスランドへの｢巡礼｣より

カンプ!了からアイスランドへ向かう

前回､前々回見たように､ W. S.カルヴァl)-やW･ G･コ

ルグウッドら､カンブリアに住んだア-テイスト燕研究者は､

カンブリアに残されたアングロ･スカンデイナヴイアのデザイン

を刻んだ石碑や十字架の復元デザイン画を描き､北欧の

神話や伝説に興味を持つ人々の耳目を北イングランドに集め

た｡しかし､コl)ングウッドがオクスフォ｣ド大学卒業後､画

家として身を立てようとするなかで､当時ばかりか今日まで英

国画壇に影響を与え続ける批評家ジョン･ラスキンの秘書の

ような役割を担った=とは,どのように考えればよいだろうかo

ラスキンは, 1895年の夏に言J`,ドンでジャーナリストとな-

たアイスランド人ヨ-ン･ステファンスッンの訪問を受けた際､ ｢氷

河や山脈の描写の研究から私がスイスに目を向けた2へ30

年前に､もっとアイスランドのことをよく知っていたならばアイ

スランドに行っていたはずだった｣と述べだと言われる｡コリ

ングウッドのアイスランドへの興味はこのときに生まれたのだろ

うか｡

湖水地方のプラントウッド(Brantwood)にあるラスキンの

住まいでしばしばウオルタ-.スコットの小説からの-節を
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朗読しながら過ごす夕べを､コl,ングウッドは自らの著したラi

スキンの伝記の中で回想している｡　　　　　　　　　　{

コルグウッドにはまた､スコットの歴史小説に影響を受･

け､アイスランドのサガ文学の文体を英語に翻案し､さらに

地方誌家たちの書き物にも似せた-篤の小説がある｡ 『ミ

ァ湖のソルステインこ湖水地方の北欧人たちのサガ』 (1895

年)と題された歴史小説である｡主人公ソ,レステインは北欧(

から移住してきたヴァイキングのひとり､スヴェインの子であ･

り､北欧人の慣習の中で育てられた○そこにイングラン臥(

やゲ-ルの民､山に棲む巨人などが登場する｡この小説を

貫くコリングウッド-の考え方(=よれば.中世初期のカンプIJ7

に移り住んだ北欧人たちは､イングランドという国を築いたア(

ングル人と､カンプ,,アに元々いたケルト人の子孫とを融合　こ

することで独特の文化を持った社会を築き上げたのである｡ 《

通俗的な英文学史には｣切名前の出て=ないこの傑作は`

中世のアイスランドで口諦伝承から散文で写本に書き下され

たサガ文学を摸した文体によって物語られ､カンブリアとアイ

スランドとに共通する北欧文化と伝統の継承を読者の眼前(

に映し出した｡コルグウッドは､後にこの考えをさらに推し

進め､ヨ-ン･ステファンスソンとともに､アイスランド人のサガ
｣
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の名作『コルマ-クルのサガ』を英訳する際,アイスランドの

サガではKormakrと綴られる主人公の名前をアイルランド

風にCormacと綴った｡カンブリアと同じように､アイスランド

にもケルトと北欧の融合が見られることを読者に伝えようとし

たのである｡

女爆グズIレーンと英雄グシナIレ

コリングウッドは, 1897年にヨ-ン･ステファンスソンととも

にアイスランドの｢サガ巡礼｣を敢行する｡約2カ月におよぶ

長い滞在の中で､アイスランド人のサガが物語る舞台となっ

た様々な土地を訪れ､コリングウッドが油彩や水彩でアイスラ

(ンドの風景を描いていこうという趣向だった｡

-介の女性でありながらアイスランドの歴史に名を残した､

I Fラクス谷のサガ』の女主人公｢オ÷スヴイ-フ,レの娘グズル
ーン｣ (Gu∂r心n osヽTifursd6ttir)や､アイスランドの美しきを

永遠に伝説化した『ニヤ-ルのサガ』の英雄｢ハ-ムンドル

の息子グンナ)I;J (Gunnar Hamundarson)の胸躍る物語

の実在の舞台を確かめ､その特徴を記録せんとする企てで

あった｡その時､グズル｣ンが埋葬されたと言われるヘルガ

フェッルの地面から人骨とともに飾り石を発掘したという｡高
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貴な女性のしるしだった｡コリングウッドは｢わたしたちだけ

ならばそんな挙に出ることはしなかったろうが､土地のアイス

ランド人はどんどん掘り起こし始めてしまったのだ｣と日記に

記している｡

全アイスランド人のサガの登場人物の中でも,最も人気の

高いグンナルの農地のあった71J-ザレンデイは,ま割= ｢サ

ガ巡礼｣の目的地となる｢メッカ｣であった｡英雄的で武人

とLてb強く,かつ寛容な人物であったグンナJ団±, 3年間

の国外追放の判決を受ける｡けれど,港へ向かう途上で振

り返って見たブ)-ザレンデイの美しきに打たれ､アイスランド

から離れることを厭い､結果として法の庇護から離れた彼

は敵によって殺害されることになってしまう｡コリングウッドも､

その｢美しきアイスランドの風景｣を-日見ようとしだのである｡

蛇舌グンロイグIレとイングランドの言葉

アイスランドという社会にあって重要な上記2つのサガの

他にも､コリングウッドにとって､そしてこの連載の読者にとっ

て興味深い人物を忘れずに記さねばならぬ｡中世のアイスラ

ンドとイングランドとを結びつける､ ｢蛇舌グンロイグ)叫と｢秀

の7``l)-ムルの息子エギ)L｣という2人の傑出した人物が中



世アイスランドにはいた｡ 2人ともアイスランド南西部のもっとも

豊かな地域に住んでいた｡

蛇舌グンロイグル(Gunlaugr Qmstungu)は.今でも人

の住むキルスバッキ(Gilsbakki)に住んでいた｡近くには数

多くの細い滝が流れこむクヴイ-ト川(Hv崩､ ｢白川｣の意)

が流れていた｡蛇舌グンロイグルのサガには多くの学者の頭

を悩ませた1つの有名な言説が残されている｡グンロイグル

はアイスランドの豪傑として,イングランド王エセルレッドの宮

廷を訪ねてロンドンにやって来たと言われる｡恐らく1002年

から03年の冬と考えられるが､その時彼はエセルレッドを

称える詩を古北欧語でつくって吟唱し､王から褒美として豪

華な緋色のマントを下賜され､その冬の間､王に廷臣として

仕えたという｡ ｢この当時のイングランドの言葉は､ノ)レウェ-

やデンマ葛クの言葉と同じであった｡だが､後にウイリアム庶

子王が支配して､フランス語が大手をふるうようになり､英語

は言葉が変わってしまったのだ｣とサガは伝える｡

1014年にはエセルレッドはデンマ｣ク王スヴェイン双髭王

(Sveinn Tjdguskegg; Forkbeard; c.960-1014)とその息子

クヌートル(Kn血r ;イングランド王1016-1035)によって国外

に亡命を余儀なくされる｡このように北欧人による王位纂奪

が可能だったのも､言語的に近かったからなのかも知れな

いが､果たして､本当に北欧人は､古英語の時代のイング

ランド人と同じ言葉を話していたのだろうか?学者の説は

様々であるがへ現在では.口語レベルでの意思疎通法大い

に可能であった､という考え方が優勢を占める｡筆者もその

考え方に同調しているけれどこの時代にイングランドに渡っ

た北欧人の子孫が書き残したものの多くはル-ン碑文でし

か見られず､ Lかもそのほとんどは現在では失われてしまっ

たと考えられる｡現存する断片的な証拠の解釈による学説

はなかなか｣敦をみないのも現実だ｡

『ユキルのサガ』に縁の地ボIレク

そして｢秀のダ)-ムルの店子エギ)叫(c. 910- c.990)ば

ァイスランド人の中で最も有名なサガのlつである『エキルの

サガ』の主人公である｡彼はイングランドと北欧､アイスラン

ドとの関係を語る上で､伝説の中で詳しく物語られたアイスラ

ンドの代表的な英雄だ｡エキルとその兄ソ葛ロ-ルヴルに二

人ともすぐれた戦士だったが､兄ソ｣ロ-ルヴルは美男子と



~ニ｢ここに､オ-ラウルの息子キヤルタン眠る｣と記されている

ボルク教区教会外観

見なされた二万､エギルの方は父親譲りのいかめしい顔をし

ていたということだ｡

ブリテン島全体の群雄割拠時代の中､イングランド王エゼ

ルスタン(flthelstan;統治924/5-939)は､スコットランド

のコンスタンス王をはじめ,ウェ-ルズの小王らと交渉し､自

分の覇権を着々と築き上げるところだった｡西暦937年､干ア

ングロ･サクツン年代記』はブルナンブルフ(Brunanburh)

において大きな戦闘があり､エセルスタン率いる軍隊が,ダ

ブリンに本拠を置くノルウェ-人の王オ-ラヴル(01af)とス

コット人の王コンスタンスの連合軍を破ったと記録し､その

戦いの勝利を頭韻の英雄詩の形で称揚する｡ 『エキルのサ

ガエロま､その戦いで､エゼ)レスタン側に加勢したエキルの兄

ソ-ロ-ルヴルが戦死し､エギル本人がいかに素晴らしい

武勲をたてたかを伝えるo Iキルは,当時ヨ-クの王として

しばらく君臨したエーー)-クル血斧王(Eirikr B16∂��9ﾐ

治c.947-48, 952-54)の領地に入り込んでしまったことがあ

る｡宿敵エ-リ｣ク)レ王に自分の命を請うて｢首膜いの詩｣

(Hofu軌ausim)と呼ばれるエーリークルを称える詩を作っ

て､その褒美として命を長らえたと伝えられている｡エギルは
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ポルク教区教会の祭壇に鋳られた

コリングワットの描いたキリストの堅固

イングランドから帰国するとボルク(Borg)にある自分の農場

で穏やかな余生を送ったと言われるが､エギルが老年にな

ったとき,嵐の海で息子ボズヴァルが命を落とすという事件

が起きた｡愛する息子を失い､悲しみに我を忘れる父を見

た娘のひとりに促され､エギルは北欧の神オ-ジンへの恨み

言をまぶした頭韻詩を吟じると､その夜のうちに独りで息子

を葬る塚を築いたという.今日のボルクには, ,息子を悼み､

遺体を塚へと運ぶエキルの姿を描いた彫刻が記念碑として

立っている｡

また､ボルク教会の墓地には, 『ラクス谷のサガ』のヒロイ

ン､グズル-ンの永遠の想い人であったキヤルタン･オ-ラヴ

スソンが｢ここに眠6Jと記したJL,-`/碑文が残�.ｨ,H*(.��

1858年､ドイツの学者コンラツド･マウラ-が発掘し､碑文

の下に埋葬されているのは別人だと発見したが､今日でも

人々はこの墓地のどこかにギャルタンが埋葬されていると信

じている｡そして､ 20世紀にこの土地を訪れたコリングウッド

は,自分を歓迎してくれた教区教会への感謝を込めた油彩

を贈っている｡瀞西な教会の祭壇には今もその油彩画が飾

られている｡


